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 今回この講義を受講したことは私にとって新たな一歩でした。 

私はこの春に１５年という人生の半分以上を供にしてきた愛犬マリンを失いました。マ

リンと一緒にいる時間はとても大切なもので、彼女は家族にも友にも劣らないとても大

切な存在でした。しかし犬と人間では寿命が違います。私が大学に上がったくらいから

彼女は急に身体が弱くなり目が離せなくなりました。限りある時間を大切にしたいと思

うと、自然と外に出ることや、何かを始めることをしなくなっていました。マリンを失

い泣くだけ泣いてやっと普通の生活ができるようになったころ、同じ研究室の沖園くん

からこの講義の話を聞いたのです。そのとき今までの癖でマリンが頭に浮かびました。

そして気づいたのです。今までであれば出来なかったけど今ならできると。マリンが与

えてくれた時間を精一杯生きたいと思い参加を決意しました。 

 違う学部の知らない人たちと、行ったことのない島へ行くなんてこの講義がなければ

経験できませんでした。島についてまず驚いたのは茶色い海です。同じ鹿児島であるの

にこのような海が存在するなんてしりませんでした。もっと驚いたのは茶色い海に魚が

いることです。鉄を含んでいることと、下の方は普通の海である話を聞きましたが、そ

の環境で魚がどのように生活しているのかがとても気になりました。島ではたくさんの

場所に案内をしてもらいました。どこに行っても自然に囲まれていて、移動で通る道も

車 1 台が通れるスペースだけで後は木々に囲まれていました。時々、木々の間から牛が

見えたり、クジャクが現れたりとてもワクワクしてしまいました。温泉も海岸にあり、

ときどき大きな波をかぶったりと今まで経験したことがない入浴をすることができま

した。私がこのような気持ちになれたのも、島の人々が自然を大切にしてきたおかげだ

と思いました。私が住んでいる鹿児島市ではこんな自然が傍にはないし、木々があって

もいつも避けていました。島で草の上を歩き、自然の中を進み、島の人にもてなされて

とても元気をもらえました。自然と人と人の繋がりを強く感じました。このような環境

があるからこそしおかぜ留学はとてもいい制度だと思います。自然と触れ合うことは人

間にとって大切なことなのだと思いました。島の人はパワーにあふれ、笑顔でいっぱい

でした。ジャンベも素敵な演奏とダンスを見ることが出来感動しました。ジャンベはた

たき方ひとつで音が変わり、奥が深い楽器でした。実際叩いてみて、何回もリズムから

外れましたがみんなで演奏をすることはとてもたのしかったです。 

 今回この講義に参加をして硫黄島でたくさんの経験ができ本当によかったです。この

講義に参加してなければ硫黄島のすばらしさを知ることはなかったと思います。また違

う学部の人とも交流することができ、島の人だけでなく学生からも貴重な話を聞くこと

ができました。自分の知らなかったことを知り、知らなかった人と出会いこの経験は私

にとって大きな一歩でした。これからもいろいろなことに挑戦していきたいです。 


